
　

新
し
い
希
望
の
年
を
迎
え
、

同
窓
の
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち

同
窓
会
は「
行
動
す
る
同
窓
会
」

と
し
て
、
昨
年
１
年
間
も
確
か

な
成
果
を
積
み
重
ね
、
活
動
の

輪
も
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
足
跡
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
新
た
な
希
望

を
皆
さ
ま
と
共
有
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
2
0
2
5
年
３
月
22
日
に
は

「
同
窓
会
九
州
支
部
」
が
誕
生
。

関
東
、
関
西
に
次
ぐ
県
外
で
の

新
た
な
拠
点
が
で
き
た
こ
と
で
、

沖
縄
を
離
れ
た
同
窓
が
互
い
を

支
え
合
う
場
が
さ
ら
に
広
が
り

ま
し
た
。

　
続
く
５
月
31
日
に
は
長
年
の

夢
だ
っ
た「
ヤ
ン
バ
ル
支
部
」が

発
足
。
北
部
地
域
に
根
ざ
し
た

仲
間
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
二
つ
の
支
部
が
誕

生
す
る
中
で
、
10
月
に
は
関
東

支
部
が
企
画
し
実
現
し
た「
沖

縄
国
際
大
学
校
友
会
」と
の
初

の「
合
同
懇
親
会
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
関
東
で
活
躍
す
る
同

窓
の
活
動
に
勢
い
を
つ
け
る
新

た
な
試
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
じ
く
10
月
に
は「
現

代
音
楽
ク
ラ
ブ
創
立
50
周
年
交

流
会
」が
行
わ
れ
現
音
の
Ｏ
Ｂ・

Ｏ
Ｇ
と
現
役
学
生
が
、
世
代
を

超
え
て
音
楽
で
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
同
窓
の
活
躍
の

「
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
」の
は

現
役
学
生
の
文
武
両
道
に
わ
た

る〝
頑
張
る
姿
〟だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

今
や「
教
員
を
め
ざ
す
な
ら

沖
縄
大
学
」と
い
わ
れ
る
教
員

採
用
試
験
で
は
昨
年
度
、
過
去

最
多
と
な
る
現
役
36
人
、
既
卒

を
含
め
る
と
計
60
人
が
合
格
す

る
と
い
う
快
挙
を
達
成
。
教
職

を
志
す
後
輩
た
ち
の
努
力
と
指

導
す
る
教
職
員
の
情
熱
が
結
果

に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
の
最
大
の

ニ
ュ
ー
ス
と
も
な
っ
た
の
は
６

月
、
大
学
新
理
事
長
に
同
窓
会

か
ら
喜
納
憲
利
さ
ん
が
就
任
さ

れ
る
と
い
う
嬉
し
い
出
来
事

で
す
。
新
理
事
長
誕
生
に
よ
り
、

母
校
と
同
窓
会
の
結
び
つ
き
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
深
ま
り
、
新

た
な
時
代
の
幕
開
け
と
な
る
よ

う
同
窓
会
も
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
「
日
に
新
た
に
、
日
日
に
新

た
に
、
ま
た
日
に
新
た
な
り
」

（
大
学
）と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
本
年
も
私
た
ち
は
、
同

窓
生
一
人
ひ
と
り
が
新
た
な
気

持
ち
で「
挑
戦
と
行
動
」を
展
開

す
る
こ
と
で
、
同
窓
会
や
大
学

の
さ
ら
な
る
発
展
に
繋
が
る
こ

と
を
信
じ
て
希
望
に
満
ち
た
一

年
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

沖
縄
大
学
同
窓
会　

会　
長　

棚
　
原
　
勝
　
也

２
０
２
６
年

２
０
２
６
年

同
窓
会
長
新
年
の
あ
い
さ
つ

同
窓
会
長
新
年
の
あ
い
さ
つ
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学
長
あ
い
さ
つ

学
長
あ
い
さ
つ

　
　
学
校
法
人
沖
縄
大
学

学
長　
山
代  
寛

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
、
母

校
・
沖
縄
大
学
の
発
展
に
温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
は「
地
域
共
創
・
未
来

共
創
の
大
学
」と
し
て
、
地
域

課
題
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
人
材

の
育
成
に
全
力
を
注
い
で
お
り

ま
す
。

　
予
測
困
難
な
時
代
と
言
わ
れ

る
昨
今
で
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス

に
は
夢
に
向
か
っ
て
真
摯
に
学

ぶ
学
生
た
ち
の
姿
が
あ
り
、
彼

ら
の
眼
差
し
は
希
望
に
満
ち
て

い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
学
生
た
ち
の
成
長

を
支
え
る
大
き
な
力
が
、
同
窓

会
の
皆
様
と
の「
絆
」で
す
。

　
皆
様
が
社
会
で
培
わ
れ
た
実

践
的
な
知
恵
や
、
多
様
な
価
値

観
に
触
れ
る
機
会
は
、
教
室
の

中
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重

な
学
び
を
学
生
に
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
す
。

　
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
受
け
継

が
れ
る
こ
の「
沖
縄
大
学
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
」こ
そ
が
、
本
学
が
社
会

に
貢
献
し
続
け
る
た
め
の
原
動

力
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

　
本
年
も
、「
沖
縄
大
学
論
」な

ど
の
講
義
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
を
通
じ
た
皆
様
と
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
て
い
け
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同

窓
会
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
、
皆

様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
実
り

多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

後
援
会
長

後
援
会
長あい

さ
つ

あ
い
さ
つ

　
　
沖
縄
大
学
後
援
会

会
長　
仲
里 

武
思

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
備
蓄
米
を
放
出
し

た
り
、
日
産
や
シ
ャ
ー
プ
が
工

場
を
閉
鎖
・
売
却
し
た
り
、
大

阪
万
博
が
盛
況
だ
っ
た
り
、
関

税
交
渉
が
う
ま
く
い
っ
た
よ
う

な
、
い
か
な
か
っ
た
よ
う
な
何

か
と
時
代
の
区
切
り
を
感
じ
る

こ
と
が
多
い
年
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

は
自
分
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も

出
来
な
い
こ
と
は
潔
く
捨
て
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
に
集
中
す

る
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
生
成
Ａ
Ｉ
の
社
会

実
装
が
始
ま
り
、
も
は
や
私
の

年
齢
で
も
使
う
基
本
ツ
ー
ル
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
英
会
話

だ
っ
て
Ａ
Ｉ
と
練
習
す
る
時
代
、

大
学
の
講
義
も「
い
つ
か
も
し

か
し
た
ら
」と
想
像
す
る
人
も

い
ま
す
。

　
一
方
で
そ
れ
へ
の
精
神
的
依

存
が
社
会
問
題
化
す
る
恐
れ
も

あ
り
、
や
は
り
リ
ア
ル
な
人
間

関
係
に
こ
そ
人
間
力
を
高
め
る

根
源
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。

　
教
員
と
学
生
、
学
生
同
士
が

し
っ
か
り
向
き
合
い
な
が
ら
、

学
生
の
洞
察
力
を
高
め
て
い
く

と
こ
ろ
に
大
学
教
育
の
果
た
す

べ
き
大
き
な
役
割
の
ひ
と
つ
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
活
動
を
支
え
て

い
る
一
翼
が
同
窓
会
な
の
だ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
葛
藤
を
乗
り
越

え
、
変
化
に
柔
軟
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
同
窓
会
自
ら
で
き
る

小
さ
な
実
験
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
多
く
の

貢
献
を
期
待
し
つ
つ
、
沖
縄
大

学
同
窓
会
の
更
な
る
発
展
に
繋

が
る
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
ま

す
。理

事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

　
　
学
校
法
人
沖
縄
大
学

理
事
長　
喜
納
　
憲
利

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

た
な
希
望
を
胸
に
新
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
私
立
大
学
に
と
っ

て
大
き
な
改
革
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
大
学
運
営
の
根
幹
と
な

る
私
立
学
校
法
が
改
正
さ
れ
、

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
改
正
は
、
私
立
大
学

の
運
営
に
お
い
て
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
一
層
充
実
さ
せ
、
よ
り
高
い

社
会
的
責
任
を
果
た
す
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
ま
す
。
本
学
と
し
て
も
、

そ
の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、

新
た
な
決
意
の
も
と
諸
課
題
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
も
、
本
学
学
生
の
活
躍

は
大
変
目
覚
ま
し
い
も
の
で
し

た
。

　
軟
式
野
球
部
の
金
城
幸
太
郎

さ
ん
が
日
本
代
表
に
選
抜
さ
れ

た
こ
と
、
教
員
採
用
試
験
に
お

い
て
現
役
学
生
36
名
が
合
格
し

過
去
最
多
と
な
っ
た
こ
と
、
さ

ら
に
は
、
な
ぎ
な
た
部
の
泉
水

ほ
の
か
さ
ん
が
全
国
大
会
で
三

位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
多
く
の

大
き
な
実
績
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
学
生
と
教
職
員
が

一
体
と
な
っ
て
努
力
を
重
ね
て

き
た
成
果
で
あ
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
同
窓
会
か
ら
は
、
こ
う

し
た
学
生
の
活
躍
支
援
に
加
え
、

資
格
取
得
支
援
、
大
学
祭
の
運

営
補
助
、
国
家
資
格
取
得
補
助
、

同
窓
生
子
息
・
子
女
の
入
学
金

補
助
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。

学
生
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と

な
っ
て
お
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
同
窓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
数
年
で
関
東
支
部
、
関
西

支
部
、
九
州
支
部
に
加
え
、
昨

年
６
月
に
は
や
ん
ば
る
支
部
も

発
足
す
る
な
ど
、
活
動
が
ま
す

ま
す
活
発
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で

力
強
い
取
り
組
み
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
本
年
が
会
員
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
よ
り
一
層
輝
か
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　
沖
縄
大
学
同
窓
会
の
事

務
局
と
し
て
長
年
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
奥
間
邑
明

氏
の
退
任
に
あ
た
り
、
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
奥
間
氏
は
在
校
生
を
温

か
く
見
守
り
な
が
ら
、
同

窓
会
と
の
架
け
橋
と
な
る

窓
口
役
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
円
滑
な
会
務
運
営
と
同

窓
生
交
流
へ
の
多
大
な
貢

献
に
、
出
席
者
一
同
、
深

く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し

た
。 奥

間
邑
明
氏
へ

感
謝
状
贈
呈
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定
期
総
会
・
懇
親
会

喜
納
新
理
事
長
激
励
会

青
年
部
会
主
催観月

会

　
2
0
2
5
年
度
沖
縄
大
学
同

窓
会
の
定
期
総
会
が
6
月
7
日

行
わ
れ
た
。
同
窓
会
は
前
年
度

決
算
と
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
、

今
年
度
予
算
案
お
よ
び
事
業
計

画
案
が
総
会
審
議
さ
れ
た
。

　

ま
た
３
号
議
案
と
し
て
役

員
・
評
議
員
に
つ
い
て
も
審
議

が
行
わ
れ
、
新
役
員
と
し
て
大

城
明
と
小
幡
吉
照
が
副
会
長
と

し
て
選
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
大
学
後
援
会
と
の

合
同
開
催
に
て
懇
親
会
が
沖
縄

大
学
同
窓
会
館
で
行
わ
れ
、
琉

球
舞
踊
や
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が

座
を
盛
り
上
げ
た
。

　
令
和
7
年
9
月
26
日
、
沖
縄

大
学
の
新
理
事
長
に
就
任
し
た

喜
納
憲
利
理
事
長
の
就
任
激
励

会
が
、
同
窓
会
の
主
催
で
那
覇

市
内
に
て
行
わ
れ
た
。

　
さ
さ
や
か
な
会
に
し
た
い
と

の
新
理
事
長
の
意
向
も
受
け
、

役
員
と
副
会
長
、
顧
問
を
中
心

に
青
年
部
会
長
な
ど
数
人
の
評

議
員
が
参
加
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
喜
納
理
事
長

は「
大
学
は
今
、
大
き
な
過
渡

期
に
き
て
い
る
。
何
が
必
要
か

考
え
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
語
っ
た
。

　
ま
た
会
場
に
は
、
台
湾
で
開

催
さ
れ
る
全
日
本
大
学
軟
式
野

球
国
際
親
善
大
会
に
、
日
本
代

表
20
名
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ

た
、
軟
式
野
球
部
の
金
城
幸
太

郎
内
野
手
も
激
励
に
か
け
付
け

た
。
選
手
に
は
同
窓
会
か
ら
遠

征
費
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
沖
縄
大
学
同
窓
会
青
年
部
会

は
現
役
学
生
を
応
援
し
、
サ
ー

ク
ル
活
動
や
海
外
研
修
等
で
活

躍
す
る
沖
大
の
現
役
生
を
招
待

し
て
、
観
月
会
を
令
和
7
年
11

月
29
日
に
開
催
し
た
。

　
水
球
部
・
硬
式
野
球
部
・
海

外
研
修
生
・
沖
大
際
実
行
委
員

ら
大
学
職
員
等
を
含
め
て
25
名

以
上
が
参
加
し
、
今
年
度
か
ら

就
任
し
た
比
嘉
康
太
青
年
部
会

長
は
B
B
Q
な
ど
振
る
舞
い
、

学
生
た
ち
を
激
励
し
た
。

同
窓
会
活
動
報
告
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陸
上
部

西
日
本
学
生
選
手
権
出
場

　
令
和
7
年
9
月
3
日
、
沖
縄

大
学
陸
上
競
技
部
に
対
し
、
同

窓
会
は
派
遣
費
を
支
援
し
た
。

14
名
が
京
都
へ
派
遣
さ
れ
る
。

　
西
日
本
学
生
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
の
標
準
記
録
を
突
破
し

た
選
手
は
男
子
7
名
、
女
子
7

名
。
1
0
0
ｍ
、
1
0
0
ｍ
リ

レ
ー
、
2
0
0
ｍ
、
走
り
高
跳

な
ど
の
種
目
で
練
習
の
成
果
を

競
っ
た
。

福
祉
士
合
格
者
激
励
会

　
令
和
7
年
8
月
9
日
、
沖
縄

大
学
同
窓
会
館
に
お
い
て「
社

会
福
祉
士
」と「
精
神
保
健
福
祉

士
」の
国
家
試
験
合
格
者
24
名

の
激
励
会
が
行
わ
れ
、
同
窓
会

か
ら
国
家
資
格
取
得
支
援
金
を

贈
呈
し
た
。

　
な
お
、「
社
会
福
祉
士
」と「
精

神
保
健
福
祉
士
」の
両
試
験
を

合
格
者
し
た
の
は
9
名
。

　

大
城
明
同
窓
会
副
会
長
は

「
助
け
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を

あ
げ
ら
れ
な
い
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
人
々

に
寄
り
添
う
社
会
人
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」と
励
ま
し
の
こ
と

ば
を
送
っ
た
。

　
出
席
し
た
合
格
者
の
自
己
紹

介
の
際
に
は
、
車
イ
ス
の
た
め

登
壇
で
き
な
い
合
格
者
に
気
づ

き
、
合
格
者
全
員
が
自
主
的
に

舞
台
下
に
並
び
な
お
す
場
面
も
。

　
終
会
の
挨
拶
で
上
田
真
弓
同

窓
会
副
会
長
は「
先
ほ
ど
の
壇

上
で
の
皆
さ
ん
の
行
動
を
み
て

心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ま
が
福
祉
士
を
志
し
た
こ
と
に

心
強
さ
を
感
じ
ま
す
」と
述
べ

た
。

　
激
励
会
後
は
資
格
合
格
者
・

来
期
受
験
生
・
教
員
に
て
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

海
外
研
修

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

　
２
０
２
５
年
度
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
は
９
月
７
日
か
ら
ベ
ト

ナ
ム
に
６
泊
７
日
の
研
修
が
企

画
さ
れ
、
同
窓
会
は
９
月
３
日

に
派
遣
費
の
支
援
を
行
っ
た
。

　
ツ
ア
ー
参
加
は
経
法
商
学
科

３
名
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
３
名
、
こ
ど
も
文

化
学
科
１
名
の
計
７
名
。
ハ
ノ

イ
市
の
フ
ェ
ニ
カ
ー
大
学
に
て
、

現
地
の
学
生
と
市
内
施
設
見
学

や
プ
レ
ゼ
ン
に
よ
る
交
流
を

行
っ
た
。

沖
大
祭
実
行
委
員
会

　
２
０
２
５
年
沖
大
際
は
11
月

１
日
よ
り
２
日
間
の
日
程
で
行

わ
れ
、
同
窓
会
は
10
月
16
日
、

実
行
委
員
会
へ
運
営
費
の
支
援

を
行
っ
た
。

　
「
準
備
は
順
調
で
す
か
」と
い

う
同
窓
会
側
の
問
い
に
、
実
行

委
員
は「
来
週
か
ら
は
泊
り
に

な
る
」と
意
気
込
み
を
見
せ
た
。

運
営
支
援
金
は
大
城
同
窓
会
副

会
長
よ
り
宮
里
実
行
委
員
長
へ

手
渡
さ
れ
た
。
今
回
の
沖
大
際

は
第
66
回
を
数
え
る
。

同
窓
会
学
生
支
援

同
窓
会
学
生
支
援
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硬
式
野
球
部

全
九
州
大
学
野
球
選
手
権

　
2
0
2
5
年
10
月
21
日
、
同

窓
会
は
全
九
州
大
学
野
球
選
手

権
大
会
へ
出
場
す
る
沖
縄
大
学

硬
式
野
球
部
に
派
遣
費
を
支
援

し
た
。

　
硬
式
野
球
部
は
南
九
州
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
16
チ
ー
ム
で

競
い
、
３
位
入
賞
し
全
九
州
出

場
を
決
め
た
。
支
援
金
は
棚
原

同
窓
会
長
よ
り
副
主
将
の
津
波

選
手
へ
手
渡
さ
れ
た
。

水
球
部

日
本
学
生
選
手
権
出
場

　
同
窓
会
は
２
０
２
５
年
８
月

14
日
、
日
本
学
生
選
手
権
水
泳

競
技
大
会
水
球
競
技
に
出
場
す

る
沖
縄
大
学
水
球
部
に
派
遣
費

の
支
援
を
行
っ
た
。

　
支
援
金
の
贈
呈
に
は
宮
本
監

督
ほ
か
６
名
の
部
員
が
参
加
し
、

棚
原
同
窓
会
長
よ
り
派
遣
支
援

金
が
手
渡
さ
れ
た
。
水
球
部
は

２
０
２
２
年
に
九
州
を
初
め
て

制
し
、
以
後
４
年
連
続
の
九
州

制
覇
と
な
る
。

軟
式
野
球
部

全
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権

　
沖
縄
大
学
軟
式
野
球
部
は
沖

縄
秋
季
リ
ー
グ
を
制
し
、
全
日

本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

出
場
を
決
め
た
。
同
窓
会
は
令

和
７
年
10
月
29
日
、
派
遣
費
支

援
と
し
て
軟
式
野
球
部
主
将
の

外
間
選
手
に
派
遣
支
援
金
を
手

渡
し
た
。

　

玉
城
監
督
は「
個
人
の
力
が

あ
り
、
投
打
だ
け
で
な
く
機
動

力
を
備
え
て
い
る
」と
チ
ー
ム

を
評
し
た
。夏
の
大
会（
サ
マ
ー

カ
ッ
プ
２
０
２
５
）に
続
く
全

国
出
場
と
な
っ
た
。

社
会
福
祉
専
攻

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
へ
の
お
誘
い

　
２
０
２
６
年
２
月
28
日
、
沖

縄
大
学
ア
ネ
ッ
ク
ス
共
創
館
に

て
、社
会
福
祉
専
攻
主
催「
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
２
０
２
５

（
第
２
回
）」を
開
催
し
ま
す
。

　
昨
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
で
は
、
在
校
生
を
含
め
約

１
２
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
活

発
な
交
流
と
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
継
続
的
に
交
流
の
場

を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
沖
大

社
福
同
窓
会
も
創
立
す
る
べ
く

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
で
あ
れ
ば
誰
で
も

参
加
可
能
で
す
。
左
の
参
加

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

現
音
ク
ラ
ブ

　
創
立
50
周
年

　
　
　 

交
流
会

　
現
代
音
楽
ク
ラ
ブ
は
創

立
50
周
年
を
迎
え
、
令
和

7
年
10
月
26
日
、
沖
縄
大

学
同
窓
会
館
に
て
沖
大
・

女
子
短
大
の
現
音
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
お
よ
び
現
役

学
生
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、

音
楽
に
よ
る
交
流
会
を
開

催
し
た
。

　

現
役
１
組
、
Ｏ
Ｂ
・

O
G
6
組
に
よ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
開
会
に
際
し
て

大
城
明
同
窓
会
副
会
長
が

応
援
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

参加フォーム
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沖
大
同
窓
会
関
東
支
部
は
、

同
窓
会
と
し
て
初
の
取
り
組
み

と
し
て
10
月
18
日
（
土
）に
東

京
・
渋
谷
に
て
、
沖
国
大
交
友

会（
同
窓
会
）東
京
支
部
と
の
合

同
懇
親
会（
立
食
形
式
）を
約
40

名
の
参
加
で
開
催
を
し
ま
し
た
。

　
沖
大
同
窓
会
本
部
か
ら
は
棚

原
会
長
・
島
袋
副
会
長
、
沖
国

大
同
窓
会
本
部
か
ら
は
友
利
会

長
・
佐
渡
山
副
会
長
も
ご
参
加

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沖
大
関
西
支
部
か
ら

も
神
田
副
支
部
長
・
橋
口
事
務

局
長
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
役
員
の
皆
様
方
か
ら「
今
回

の
同
窓
会
初
の
両
校
の
合
同
懇

親
会
は
、
日
本
の
中
心
で
あ
る

東
京
か
ら
、
ま
た
渋
谷
と
い
う

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
ル
チ
ャ
ー

の
最
先
端
の
発
信
地
で
あ
り
変

化
し
続
け
る
街
で
の
開
催
で
意

味
の
あ
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
同

窓
会
と
し
て
新
し
い
こ
と
へ
の

挑
戦
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ

る
」と
嬉
し
い
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
当
初
の
予
定
は
３

時
間
で
し
た
が
、
会

話
が
盛
り
上
が
り
過

ぎ
て
時
間
が
足
り
ず

に
、
自
己
紹
介
タ
イ

ム
も
１
分
か
ら
30
秒

に
短
縮
し
、
ま
た
お

互
い
の
同
窓
会
活
動

の
紹
介
の
資
料
も
用

意
し
て
い
ま
し
た
が

そ
の
時
間
も
取
り
や

め
交
流
の
時
間
に
あ

て
て
も
、
話
し
足
り
な
い
ほ
ど

盛
会
で
し
た
。

　
や
は
り
、
母
校
や
沖
縄
へ
の

熱
い
思
い
は
同
じ
で
あ
り
、
即

意
気
投
合
し
て
、
双
方
支
部
役

員
も
こ
の
企
画
は
年
１
回
定
番

開
催
を
し
た
い
と
意
見
が
一
致

し
ま
し
た
。

　
沖
国
大
の
交
友
会
東
京
支
部

に
学
ぶ
点
と
し
て
、
学
生
の
関

東
へ
の
就
職
段
階
か
ら
接
点
を

も
ち
、
そ
の
学
生
が
関
東
へ
就

職
さ
れ
た
際
に
は
東
京
支
部
会

員
と
な
る
流
れ
を
つ
く
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
若
い
会
員
が

増
え
る
仕
組
み
は
大
い
に
学
ぶ

べ
き
点
で
す
。

　
沖
大
の
関
東
支
部
の
会
員
が

増
え
、
さ
ら
に
発
展
を
し
て
い

く
た
め
に
も
、
こ
の
仕
組
み
化

は
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
の
合
同
懇
親
会
を
通
じ

て
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
活
躍
を

さ
れ
て
い
る
多
彩
な
人
材
を
、

大
学
を
超
え
て
繋
げ
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
卒
業
生
の
活
躍
を

見
え
る
化
す
る
こ
と
は
、
在
校

生
と
の
距
離
も
縮
め
、
大
学
自

体
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
も
高
め
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
関
東
支
部
は
新

し
い
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

関
東
支
部
長　
仲
宗
根
政
則

沖
大
・
沖
国
大 

同
窓
支
部
合
同
懇
親
会
開
催
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こ
の
人
物
シ
リ
ー
ズ
は
、
同

窓
生
の
社
会
的
活
動
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
同
窓
生
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と

と
、
在
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
通
し
て
沖
縄
大
学
と
の
絆
を

深
め
た
い
と
の
趣
旨
で
企
画
さ

れ
ま
し
た
。

株
式
会
社YT.GLO

BAL　

代
表
取
締
役

合
同
会
社
沖
縄
あ
ち
こ
ー
こ
ー　

代
表
社
員

　
小
幡
　
吉
照 

さ
ん

2
0
1
6
年
３
月
卒
業

　
　
　
　
　
人
文
学
部
福
祉
文
化
学
科

健
康
ス
ポ
ー
ツ
福
祉
専
攻

　
◆
在
学
中
の
思
い
出

　
幼
少
期
か
ら
続
け
て
い
た
野

球
を
大
学
で
も
続
け
る
た
め
、

硬
式
野
球
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

１
学
年
上
の
先
輩
た
ち
の
時
代

に
、
2
0
0
3
年
春
以
来
、
20

季
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た

し
た
こ
と
が
１
番
の
思
い
出
で

す
ね
。

　
当
時
は
名
桜
大
学
が
10
季
連

続
優
勝
を
か
け
て
挑
ん
で
い
た

リ
ー
グ
戦
で
、
優
勝
決
定
戦
ま

で
も
つ
れ
込
ん
だ
結
果
の
優
勝
。

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン（
三
塁
手
）と
打

点
賞
１
位
を
受
賞
で
き
た
こ
と

が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

◆
卒
業
後
の
進
路

　

ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
の

「
ゼ
ッ
ト
株
式
会
社
」に
入
社
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
野
球
を
続

け
て
き
た
人
な
ら
誰
も
が
憧
れ

る
会
社
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

（
笑
）

　
沖
縄
県
担
当
と
し
て
、
社
会

人
か
ら
少
年
野
球
チ
ー
ム
ま
で

担
当
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

チ
ー
ム
周
り
だ
け
で
は
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
店
の
営
業
も
し
て
い

た
た
め
、
か
な
り
の
知
識
や
経

験
を
習
得
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ゼ
ッ
ト
時
代
の
経

験
や
人
脈
は
今
で
も
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
0

年
に
退
職
し
て
、
海
外

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）に
行
く
予

定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

第
二
波
や
軍
事
ク
ー
デ

タ
ー
に
よ
り
渡
航
を
断
念
。

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
人
材

会
社
を
起
業
し
ま
し
た
。

　
「
特
定
技
能
」外
国
人
を

支
援
す
る
登
録
支
援
機
関

と
し
て
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア・

ミ
ャ
ン
マ
ー・ベ
ト
ナ
ム・

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
パ
ー
ル

国
と
提
携
し
て
い
ま
す
。

◆
お
仕
事
の
喜
び
は
？

　
現
在
、
日
本
で
は
深
刻

な
人
手
不
足
に
陥
っ
て
い

ま
す
。
外
国
人
の
方
の
労

働
力
を
借
り
な
い
と
成
り

立
た
な
い
時
代
は
そ
こ
ま

で
迫
っ
て
い
ま
す
。
主
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
支
援

し
て
い
る
の
で
す
が
、
現

地
の
お
給
料（
手
取
額
）と
の
差

は
３
〜
５
倍
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
の
方
た
ち
は「
ジ
ャ

パ
ン
ド
リ
ー
ム
」
を
夢
見
て
、

日
本
語
を
勉
強
し
な
が
ら
求
人

票
を
待
ち
、
い
ざ
面
接
の
時
に

は
日
本
人
に
は
な
い「
必
死
さ
」

が
あ
り
ま
す
。

　
我
々
が
１
社
で
も
多
く
の
求

人
票
を
提
携
先
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
会
社
に
送
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
生
を
変
え
れ
る
チ
ャ
ン

ス
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　
１
人
で
も
多
く
人
生
が
変
わ

る
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
で
き
、
日

本
側
の
企
業
様
も
人
手
不
足
の

解
消
に
繋
が
り
、
外
国
人
の
方

た
ち
か
ら
は
沖
縄

に
来
た
時
に
感
謝

さ
れ
た
時
が
、
こ

の
仕
事
を
し
て
い

て
よ
か
っ
た
と
喜

び
を
感
じ
る
瞬
間

で
す
。

◆
在
学
生
へ

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
今
あ
る
時
間
を

有
効
活
用
に
！

　
色
ん
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

た
く
さ
ん
の
人
に

出
会
っ
て
く
だ
さ

い
。
人
生
は
長
い

よ
う
で
短
い
で
す
。

　
大
学
生
時
代
は

私
自
身
も
朝
ま

で
呑
ん
で
１
日
寝

て
い
た
時
も
、
も

ち
ろ
ん
あ
り
ま
す

（
笑
）そ
の
経
験
も

大
事
で
す
が
、
大

学
時
代
が
１
番
時

間
が
あ
っ
た
な
と

今
で
も
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
１
つ
で
も

多
く
の
国
に
旅
行
に

行
っ
て
、
海
外
の
人
と

交
流
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
人
に
は
持
っ
て
い

な
い
考
え
方
や
感
覚
に

出
会
え
る
は
ず
で
す
。

　
失
敗
を
恐
れ
ず
に
１

つ
で
も
多
く
の
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
!!　
陰

な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

は
今
で
も
た
ま
に
集
ま
っ
て
近

況
を
報
告
し
合
っ
て
い
ま
す
。

働
く
業
界
は
違
っ
て
も
、
互
い

に
刺
激
を
受
け
る
大
切
な
存
在

で
す
。

　
沖
縄
大
学
で
築
い
た
人
間
関

係
が
、
今
も
私
の
強
い
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
在
学
生
の
皆
さ
ん

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

「
沖
縄
大
学
で
の
学
び
は
、
必

ず
あ
な
た
の
チ
カ
ラ
に
な
り
ま

す
」。
今
の
す
べ
て
の
学
び
と

経
験
が
、
必
ず
未
来
の
糧
に
な

り
ま
す
。

　
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
は
歩

き
や
す
い
が
、
砂
浜
は
歩
き
に

く
い
。
で
も
、
足
跡
が
残
る
の

は
砂
浜
だ
」。
自
分
の
歩
ん
で

い
る
道
を
し
っ
か
り
刻
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
い
つ
か
皆

さ
ん
が
社
会
で
活
躍
す
る
姿
を
、

私
た
ち
同
窓
生
は
心
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
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株
式
会
社 HRD labo O

KINAW
A 

常
務
取
締
役

　
　
大
城
　
明 
さ
ん

1
9
9
0
年
３
月
卒
業

法
経
学
部
経
済
学
科

　　
私
は
1
9
9
0
年
に
沖
縄
大

学
法
経
学
部
経
済
学
科（
学
籍

番
号
8
6
K
1
0
4
）
を
卒
業

し
ま
し
た
。
現
在
は
日
経
教
育

グ
ル
ー
プ「
株
式
会
社
H
R
D 

l
a
b
o 

O
K
I
N
A
W
A
」

常
務
取
締
役
と
し
て
、
人
材
育

成
や
組
織
づ
く
り
に
携
わ
る
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
大
学
の
同
窓
生
と
し
て
、

こ
う
し
て
会
報
誌
に
寄
稿
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄

に
思
い
ま
す
。

◆
沖
大
進
学
の
経
緯

　
沖
縄
大
学
へ
進
学
を
決
め
た

の
は
単
純
で
、
那
覇
市
に
あ
る

大
学
、
自
宅
か
ら
近
い
大
学
と

い
う
の
が
大
き
な
理
由
で
す
。

同
時
に
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
柔

道
に
励
ん
で
い
た
の
で
、
道
場

に
も
近
い
進
学
先
と
し
て
選
ん

だ
結
果
が
沖
縄
大
学
で
し
た
。

少
し
恥
ず
か
し
い
理
由
で
す
が

…
…
。

　

こ
の
単
純
な
理
由
が
原
因

だ
っ
た
の
か
知
る
由
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
推
薦
試
験
で
不
合
格

と
な
り
、
一
般
受
験
で
合
格
し

ま
し
た
。
推
薦
試
験
の
不
合
格

が
と
て
も
悔
し
か
っ
た
の
で
、

合
格
の
番
号
を
見
て
も
嬉
し
さ

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、「
合
格
で

き
て
良
か
っ
た
」と
い
う
気
持

ち
だ
け
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　
当
時
の
沖
縄
大
学
は
、
地
域

（
地
元
）に
根
ざ
し
た
学
び
を
通

じ
て
沖
縄
の
未
来
に
貢
献
す
る

と
い
う
思
い
が
強
い
大
学
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
、「
地
域

と
と
も
に
歩
む
」と
い
う
言
葉

に
共
感
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　
在
学
中
の
思
い
出
と
し
て
特

に
印
象
深
い
の
は
、
狩
俣
真
彦

教
授
の
地
域
経
済
学
で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
沖
縄
は
サ
ト

ウ
キ
ビ
や
農
作
物
で
は
な
く
、

基
地
に
依
存
す
る
こ
と
の
な
い

観
光
産
業
が
必
ず
発
展
し
て
い

く
」と
い
う
学
び
の
中
で
、
こ

れ
か
ら
の
沖
縄
の
あ
る
べ
き
姿

が
な
ん
と
な
く
見
え
始
め
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
地
域
経
済
の
中
で
、
特
に
沖

縄
の
雇
用
構
造
や
観
光
産
業
の

動
向
な
ど
、
身
近
な
テ
ー
マ
を

掘
り
下
げ
て
い
く
と
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
が
地
域
を
発
展

さ
せ
る
原
動
力
と
し
て
あ
り
、

「
人
材
育
成
」が
大
切
な
の
だ
と
、

狩
俣
教
授
か
ら
の
教
え
が
自
分

ご
と
と
し
て
深
く
定
着
し
て

い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

狩
俣
教
授
か
ら
の
教
え
が
今

の
私
の
仕
事
に
直
結
し
て
い

る
よ
う
で
感
慨
深
く
な
り
ま

す
。

　

大
学
在
学
中
の
3
年
間
で

卒
業
に
必
要
な
単
位
以
上
を

取
得
し
た
の
で
、
4
年
次
に

在
籍
し
な
が
ら
東
京
、
横
浜

で
一
人
暮
ら
し
を
し
、
ホ
テ

ル
マ
ン
と
し
て
働
き
始
め
ま

し
た
。

　
将
来
は
観
光
産
業
の
最
前
線

の
ホ
テ
ル
で
総
支
配
人
を
目
指

す
つ
も
り
で
関
東
の
地
で
必
死

に
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
沖
縄
に
戻
っ
て
か

ら
は
ホ
テ
ル
業
界
で
働
き
な
が

ら
、
先
輩
方
の
ご
縁
に
導
か
れ

て
転
職
し
、
5
つ
の
職
種
、
20

種
近
く
の
業
務
を
経
験
し
、
現

在
の
組
織
に
参
画
し
ま
し
た
。

　
40
代
後
半
か
ら
専
門
学
校
副

校
長
を
務
め
た
後
、
人
事
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
で
県
内
大

手
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
系
企
業
へ
出

向
。

◆
現
在
の
仕
事

　
50
代
か
ら
現
職
に
就
き
、
企

業
の
人
材
育
成
支
援
や
研
修
設

計
、
人
事
制
度
設
計
な
ど
、
人

材
育
成
を
中
心
に
幅
広
い
業
務

に
携
わ
り
、
研
修
講
師
も
務
め

て
い
ま
す
。

　
沖
縄
の
企
業
が
よ
り
多
様
で

持
続
可
能
な
組
織
に
な
る
た
め

に
、
微
力
な
が
ら
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
様
の
人

材
育
成
の
現
場
で
は
、
仕
事
の

価
値
観
の
違
い
や
制
度
の
壁
に

直
面
す
る
場
面
も
多
く
、
ま
た
、

世
代
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
や
文

化
・
習
慣
の
違
い
に
悩
ま
さ
れ

る
企
業
様
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
問
題
解
決
の
一
助

と
な
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
、

壁
を
乗
り
越
え
て
社
員
が
安
心

し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
ら
れ

た
と
き
の
喜
び
は
格
別
で
す
。

人
が
成
長
し
、
組
織
が
変
わ
っ

て
い
く
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
こ

と
が
、
何
よ
り
の
や
り
が
い
で

す
。

　
仕
事
以
外
で
は
、
今
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
て
、
中
学
校
や

高
等
学
校
の
若
い
世
代
に
対
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

環
で
講
演
会
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
支
援
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
出
身
高
校
の
同
窓
会
長
も
務

め
て
い
る
の
で
、
若
い
世
代
が

今
後
の
自
分
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア

を
描
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
窓
生
と
の
交
流
も

続
い
て
お
り
、
ゼ
ミ
の
仲
間
と

は
今
で
も
た
ま
に
集
ま
っ
て
近

況
を
報
告
し
合
っ
て
い
ま
す
。

働
く
業
界
は
違
っ
て
も
、
互
い

に
刺
激
を
受
け
る
大
切
な
存
在

で
す
。

　
沖
縄
大
学
で
築
い
た
人
間
関

係
が
、
今
も
私
の
強
い
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
在
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
最
後
に
、
在
学
生
の
皆
さ
ん

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

「
沖
縄
大
学
で
の
学
び
は
、
必

ず
あ
な
た
の
チ
カ
ラ
に
な
り
ま

す
」。
今
の
す
べ
て
の
学
び
と

経
験
が
、
必
ず
未
来
の
糧
に
な

り
ま
す
。

　
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
は
歩

き
や
す
い
が
、
砂
浜
は
歩
き
に

く
い
。
で
も
、
足
跡
が
残
る
の

は
砂
浜
だ
」。
自
分
の
歩
ん
で

い
る
道
を
し
っ
か
り
刻
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
い
つ
か
皆

さ
ん
が
社
会
で
活
躍
す
る
姿
を
、

私
た
ち
同
窓
生
は
心
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
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